
野口英世アフリカ賞

Ⅰ．今後の選考・授賞までの流れ

野口英世アフリカ賞
委員会

日本人委員：8名

外国人委員：3名
（米、英、セネガル）

推 挙
各分野１件

【2月28日最終選考】

TICADⅣ初日

（於：横浜）

【関連プログラム】

•受賞者記念講演会（内閣府／日本学術会議、福島県）
•受賞者による野口英世地元視察（福島県）
•第1回授賞記念セレモニー（横浜市）

•第1回野口英世アフリカ賞記念特殊切手発行（郵便事業（株））

平成20年3月
内閣府野口英世アフリカ賞担当室作成

○授賞者決定（3月中）

○授賞者発表（3月末）

○授賞式主催（5/28 19:00-）

○記念晩餐会主催（5/28 19:30-）

特殊切手デザイン

3件 医学研究分野推薦委員会

日本人委員：19名、 外国人委員：5名
（仏、墨、ガーナ、米、豪）

【2月～12月選考】

【6月～12月選考】

推

薦

内閣総理大臣

Ⅱ．理念

感染症の蔓延が人類共通の危険であるとの認識に立ちつつ、特に問
題の解決が求められている地域であるアフリカでの感染症等の疾病
対策のため、医学研究又は医療活動分野において顕著な功績を挙げ
た者を顕彰し、もってアフリカに住む人々、ひいては人類全体の保健と
福祉の向上を図る（平成18年7月28日閣議決定）

Ⅲ．政策的意義

○5年に一度のTICADの一環として我が国の対アフリカ貢献の目玉
○G８洞爺湖サミットでは、アフリカが重要議題のひとつ
（昨年11月、Ｇ８を念頭においた高村外相「国際保健協力と日本外交」
政策演説で、本賞に言及）

Ⅳ．賞金

国 費 寄 附

賞金基金

管理：JICA

受賞者
医学研究：1億円
医療活動：1億円

医療活動分野推薦委員会

日本人委員：3名、 外国人委員：9名
（アフリカ7名、その他2名）

（参考）
ノーベル賞：1,000万スウェーデンクローネ（約1億6,000万円）
日本国際賞：5,000万円
ラスカー医学研究賞：10万米ドル（約1,000万円）

募
金
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3件

※賞金は非課税対象


